
 

 

第 23 回 全養協公開講座 

日本語教育の参照枠とその実践～Can-doが導く教育実践の在り方～ 

 

2026年2月14日 (土)  13:30～16:30  
 

 
後援：  

独立行政法人 国際協⼒機構 
独立行政法人 国際交流基⾦ 

⼤学共同利⽤機関法⼈ ⼈間⽂化研究機構 国⽴国語研究所 

⼤学⽇本語教員養成課程研究協議会 
公益社団法⼈ ⽇本語教育学会 

協賛：  
株式会社アルク 

株式会社スリーエーネットワーク 
株式会社凡人社 

 

 

＜プログラム＞ 

開会のご挨拶 

 黒崎 誠 （一般社団法人 全国日本語教師養成協議会 代表理事） 

 

第 1 部 講演 

「認定法下の日本語教育の状況と期待される登録日本語教員」 

講師：亀田 恒治氏（文部科学省総合教育政策局政策課 教育企画調整官） 

 

第 2 部 講演 

「日本語教育の参照枠と Can-do の考え方～初級レベルでの教育実践～」 

講師：小林 ミナ氏（早稲田大学大学院日本語教育研究科 教授・研究科長） 

― 休憩 ― 

第 3 部 講演 

「日本語教育の参照枠と Can-do の考え方～中上級レベルでの教育実践～」 

講師：小澤 伊久美氏（国際基督教大学教養学部日本語教育プログラム課程上級准教授） 

 

第 4 部 パネルディスカッション 

「日本語教育の参照枠とその実践～参加者の皆様からの事前質問も交えて～」 

小林 ミナ氏 （早稲田大学大学院日本語教育研究科 教授・研究科長） 

小澤 伊久美氏 （国際基督教大学教養学部日本語教育プログラム課程上級准教授） 

黒崎 誠 （一般社団法人 全国日本語教師養成協議会 代表理事） 

新山 忠和 （一般社団法人 全国日本語教師養成協議会 常任理事） 
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全国の日本語教師養成講座の連携を強化し、 

日本語教師養成講座及び日本語教師の質的向上を図るとともに 

日本語教師、日本語教師養成講座及び日本語教育に関心を持つ人々を幅広く支援し、 

もって内外の日本語教育に対する貢献活動を行うことを目的として設立されました。 

 

＊加盟機関＊ 

アークアカデミー 

アカデミー・オブ・ランゲージ・アーツ 

学校法人新井学園赤門会日本語学校 

インターカルト日本語学校日本語教員養成研究所 

大原出版株式会社（資格の大原） 

岡山外語学院 

京進ランゲージアカデミー日本語教師養成講座 

三幸日本語教師養成カレッジ 

学校法人滋慶学園 東洋言語学院 

学校法人静岡日本語教育センター 

新白河国際教育学院 

千駄ヶ谷日本語教育研究所 

TCJ 日本語教師養成講座 

学校法人東京国際学園東京外語専門学校 

日本東京国際学院 

ヒューマンアカデミー株式会社 

ラボ日本語教育研修所 

学校法人綾紘学園環球日本語学習院 

早稲田文化館 

 

（2026 年 2 月現在、50 音順。） 

【ご参加にあたってのお願い】 

・ 視聴 URL および配布資料は、お申込みいただいたご本人のみを対象としています。 

第三者への共有はご遠慮ください。 

・ 本講座の配信内容の録画・録音・画面キャプチャはご遠慮ください。 

・ 本講座はライブ配信のみで実施いたします。アーカイブ配信は行いません。 

・ ご入室の際は、お申込み時のお名前での表示にご協力ください。 
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第 1 部 講演 

認定法下の日本語教育の状況と期待される登録日本語教員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師： 亀田 恒治氏 

 （文部科学省総合教育政策局政策課 教育企画調整官） 
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【講師のご紹介】 

 

亀田 恒治（かめだ こうじ） 

 

文部科学省総合教育政策局政策課教育企画調整官 

 

 

【略歴】 

平成 20 年４月に文部科学省に入省。生涯学習政策局（当時）、科学技術・学術政策局、高等教育局

で、教育・科学技術の個別政策に関する総括業務等を担当。その後、研究開発局、大臣官房（政策課、

文教施設企画・防災部）を経て、高等教育局においてデジタルや半導体分野等の専門人材育成や高

等専門学校の高度化等に関する企画立案等に従事。また、厚生労働省において職業訓練や教育訓練

給付に関する企画立案、国立大学法人長崎大学において感染症共同研究拠点の形成に関する企画

立案等にも従事。 

令和７年４月より現職。日本語教育を担当する教育企画調整官として、日本語教育施策に関する企

画立案や関係機関等との調整等を担当している。 
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第 2 部 講演 

日本語教育の参照枠と Can-do の考え方 

～初級レベルでの教育実践～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講師： 小林 ミナ氏 

 （早稲田大学大学院日本語教育研究科 教授・研究科長） 
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【講師のご紹介】 

 

小林 ミナ(こばやし みな) 

 

早稲田大学大学院日本語教育研究科・教授／研究科長 

 

 

【専門分野】 

日本語教育学(教育文法、文法教育、コース・デザイン)、日本語文法 

 

【学歴】 

青山学院大学文学部日本文学科卒業 

名古屋大学大学院文学研究科修士課程日本言語文化専攻修了 

名古屋大学大学院文学研究科博士後期課程日本言語文化専攻満期退学 

博士(文学、名古屋大学) 

 

【職歴】 

1985-1993 日本語教師養成講座修了後、ビジネスパーソンのプライベートレッスン、日本語学

校(まともな所と怪しい所)、地域ボランティア日本語教室などで教える。怪しい日

本語学校で危ない目に遭う。日本語教育能力検定試験(第 1 回)に合格。 

1993-1994  名古屋大学言語文化部・助手 

1994-2006  北海道大学留学生センター・助教授 

2006-現在    早稲田大学大学院日本語教育研究科・教授 

2011-2015、2017-2021  （公社）日本語教育学会・常任理事／副会長 

2021-2023  （公社）日本語教育学会・理事 

2025-現在    （公社）日本語教育学会・監事 

 

【主な著書・論文】 

 小林ミナ(2025)「Ａ 言語教育としての日本語教育」公益社団法人日本語教育学会(監)『現代

日本語教育ハンドブック』9-14、大修館書店 

 小林ミナ(2025)「Ｂ コミュニケーションにおける言語の役割」公益社団法人日本語教育学会

(監)『現代日本語教育ハンドブック』15-20、大修館書店 

 小林ミナ(2025)「「打つ」ことを支援するための学習者辞書の開発―「メールを打つ」という初

級の授業実践を手がかりに」石黒圭(編)『理想の辞書を求めて―学習者にほんとうに役立つ辞

書とは』85-100、明治書院 

 小林ミナ(2021)「「タ形」をめぐる議論を日本語教育から考える」益岡隆志(監)、定延利之、高

山善行、井上優(編)『［研究プロジェクト］時間と言語―文法研究の新たな可能性を求めて』77-

96、ひつじ書房 
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 小林ミナ(2019)『日本語教育 よくわかる教授法――「コース・デザイン」から「外国語教授法の

史的変遷」まで』アルク 

 小林ミナ(2016)「複言語・複文化時代の日本語教育における日本語教師養成」本田弘之、松田

真希子(編)『複言語・複文化時代の日本語教育』135-162、凡人社 

 小林ミナ、衣川隆生(編)、水谷修(監)(2009)『日本語教育の過去・現在・未来―第３巻 教室』

凡人社 

 小林ミナ、日比谷潤子(編)、水谷修(監)(2009)『日本語教育の過去・現在・未来―第５巻 文

法』凡人社 

 小林ミナ(2007)『外国語として出会う日本語』岩波書店 

 小林ミナ(2005)「コミュニケーションに役立つ日本語教育文法」野田尚史(編)『コミュニケーシ

ョンのための日本語教育文法』23-42、くろしお出版 

 小林ミナ(2005)「日常会話にあらわれた「ません」と「ないです」」『日本語教育』125、9-17 
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第 3 部 講演 

日本語教育の参照枠と Can-do の考え方 

～中上級レベルでの教育実践～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講師： 小澤 伊久美氏 

 （国際基督教大学教養学部日本語教育プログラム課程上級准教授） 
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【講師のご紹介】 

 

小澤 伊久美（おざわ いくみ） 

 

国際基督教大学日本語教育プログラム主任・課程上級准教授 

母語・継承語・バイリンガル教育学会 会長 

公益社団法人 日本語教育学会 副会長 

小出記念日本語教育学会 事務局長 

特定非営利活動法人 日本評価学会 常任理事 

中央教育審議会生涯学習分科会日本語教育部会 委員 

 

 

【専門分野】 

日本語教育学（現職日本語教師や学習者のキャリアの発達、帰国生・継承語学習者への教育）、プログ

ラム評価（発展的評価） 

＊キーワード： 文化心理学、ナラティブ、個人別態度構造（PAC）分析、複線径路等至性アプローチ

（TEA）、オートエスノグラフィ 

 

【学歴】 

国際基督教大学 教養学部 語学科 卒業 

国際基督教大学 比較文化研究科 修士（比較文化）、同博士課程単位取得満期退学 

 

【職歴】 

1993 年から主に国際基督教大学にて非常勤講師として日本語教育に従事。1997 年 9 月に常勤

講師として着任、現在に至る。現在、CLSAR（学習サービス審査員評価登録センター）に登録の LLS

（言語学習サービス）審査員として ISO 29991:2020「語学学習サービス – 要求事項」認証評価

にも従事。 

 

【主な著書・論文】 

『タスクベースで学ぶ日本語 中級 1〜3』（ICU 日本語教育課程、スリーエーネットワーク）、『現代日

本語教育ハンドブック』（第２部第２節 留学生のための日本語教育 分担執筆、大修館書店）、『TEA

と質的探究用語集 』（多声モデル生成法[PMPM]、壁象、ナノ心理学、フィードバック／フィードフォ

ワードの項目を分担執筆、誠信書房）、『文化心理学への招待——記号論的アプローチ』（第 8 章を共

訳、誠信書房）、『カタログ TEA（複線径路等至性アプローチ）——図で響きあう——』 （共編、新曜

社）、「DE Companion〜発展的評価の旅のおともに〜」（共訳、ブルー・マーブル・ジャパン） 
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JLP

1953

1963 Modern Japanese for University Students

1980

1996 Japanese for College Students Basic

I

JLP 

2010

2015

Common European Framework of Reference for Languages

CEFR

JLP CEFR 

2017 J1 J7

CEFR can-do 

Task-Based Language Teaching

2022 3

JLP
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E

1.

2.

–
–

3.

–

4.

–

ICU 2017 ICU  J1 7 ICU

14,79-81.https://icu.repo.nii.ac.jp/records/4664

ICU 2022- -3. 

https://www.3anet.co.jp/np/books/4040/

* https://www.3anet.co.jp/np/resrcs/404050/

ICU JLP https://sites.google.com/info.icu.ac.jp/jlp/

JLP https://drive.google.com/file/d/19kP9Ggcsuo-RC0EeFpedZRKMm1yni3Rz/view

2010 ICU ICU 7,66-85. 

https://icu.repo.nii.ac.jp/records/162

https://www.icu.ac.jp/academics/undergraduate/policy/

2025

  TBLT Task-Based Language 

Teaching  ICU 20, 3-

22.https://icu.repo.nii.ac.jp/records/2000257

 https://www.nihongo-ews.mext.go.jp/information/framework_of_reference

2025

https://www.mext.go.jp/a_menu/nihongo_kyoiku/mext_03308.html
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第 4 部 パネルディスカッション 

日本語教育の参照枠とその実践 

～参加者の皆様からの事前質問も交えて～ 

 

 

 

 

 

 

パネリスト： 

小林 ミナ氏 （早稲田大学大学院日本語教育研究科 教授・研究科長） 

小澤 伊久美氏 （国際基督教大学教養学部日本語教育プログラム課程上級准教授） 

黒崎 誠 （全国日本語教師養成協議会 代表理事・ラボ日本語教育研修所） 

 

司会（モデレーター）： 

新山 忠和 （全国日本語教師養成協議会 常任理事・千駄ヶ谷日本語学校） 

 

※第 4 部は、進行の性質上、配布資料はございません。あらかじめご了承ください。 
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一般社団法人全国日本語教師養成協議会（全養協） 

加盟機関（2026/2時点） 
アークアカデミー

アカデミー・オブ・ランゲージ・アーツ
(学) 新井学園⾚⾨会⽇本語学校

インターカルト日本語学校日本語教員養成研究所
大原出版株式会社（資格の大原） 

岡⼭外語学院 
京進ランゲージアカデミー日本語教師養成講座 

(学)三幸学園 
(学)滋慶学園 東洋⾔語学院 
(学)静岡⽇本語教育センター 

新白河国際教育学院 
千駄ヶ⾕⽇本語教育研究所 

(学) 東京国際学園 東京外語専⾨学校 
TCJ 日本語教師養成講座 

日本東京国際学院 
ヒューマンアカデミー株式会社

ラボ⽇本語教育研修所
(学)綾紘学園 環球⽇本語学習院 

早稲田文化館
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一般社団法人全国日本語教師養成協議会（全養協） 

賛助会員（2026/2時点） 
株式会社アルク 

株式会社スリーエーネットワーク 
株式会社凡⼈社 
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本日はご参加いただき、誠にありがとうございました。 

次回以降の公開講座をより良いものにしていくため、ぜひ本日のご感想をお聞かせください。 

右記 QR コードより、アンケートへのご協力をお願いいたします。 

一般社団全国日本語教師養成協議会 事務局 

  ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

書籍のご案内 

本日のご来場特典として… 

上記公式問題集も販売している全養協オンラインショップ（https://zenyoukyou.official.ec/）で使用

できるクーポンをプレゼントいたします。 全品 20％OFF でご購入いただけます。 

全養協日本語教師検定準拠問題集 「日本語教師の実践力」 

選択式の「基礎編」と授業の映像を見て考える「実践編」で構成。 初級・

中上級授業各 3 本の DVD 付き。問題についての解答と応用力が身につ

く詳しい解説付き。 ￥1,980（税込） 

全養協日本語教師検定≪問題集・第 2 冊≫ 「日本語教師の実践力」 

過去問題を、検定 1 回分にほぼ相当する形で一冊に。それぞれの問題に

詳しい解説付き。映像問題(初級編・中上級編)を収録した DVD も付いて

います。 ￥1,650（税込） 

ご来場者様限定 20％OFF クーポンコード 

3DERH2JB 

有効期限 2026 年 3 月 31 日 
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